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ブリッド利用を考慮した構成）、移行
対象システムの要件確認などがあげ
られる。

NTT Comには全世界150拠点以
上に点在する業界最高レベルの品質
を誇るデータセンターと、グローバル
で統一された多様なメニュー、豊富
なシステム移行の経験を活かしたク
ラウドマイグレーションサービスなど

を実現します。
その中核となっているのが、企業

向けクラウドサービスの BHECと、
パブリッククラウドサービスの“Biz

ホスティング Cloudn”です。データ
センター、ネットワーク、サーバー
が強固に連携した通信事業者ならで
はのクラウドサービスは、IDC社
APAC地域のDC/クラウドサービス
評価レポートで『リーダー』に位置
付けされるなど様々な賞を受賞し、
世界各国から高い評価をいただいて
います。」（クラウドサービス部 ホス
ティングサービス部門 部門長 関 洋
介氏）
現在利用している ICTシステムを

クラウド化するには、様々な課題があ
る。たとえば、サーバーが事業者の
データセンターに移行したことにより
発生するネットワー
ク遅延の問題や、ア
プリケーションの性
能確保に必要なハイ
パフォーマンス・コン
ピューティングの確
保、既存システムか
らの円滑な移行（オ
ンプレミスとのハイ

　

クラウドコンピューティングの市場
は急速に成長し、グローバル展開に
取り組む企業においても、市場の変
化に対応する事業構造の改革、国ご
とに異なるシステム開発・運用の負
担 解 消、DR（Disaster Recovery）
対応や各拠点での統一したセキュリ
ティ・ポリシーの確立といったグロー
バル・ガバナンスの強化などを目的に、
ICT環境のクラウド化を進めている。
このような企業のニーズに応えるべ
く、NTT Comは、2011年に策定し
た「グローバルクラウドビジョン」に
基づき、グローバル共通品質のサー
ビスをお客さまの ICT環境に最適に
組み合わせた「シームレス ICTソリュ
ーション」を実現し、お客さま事業
のグローバル展開と、それに伴う経
営改革をサポートしている。
「シームレス ICTソリューション
とは、NTT Comが展開しているグ
ローバル共通品質のサービスを組み
合わせ一括運用することで、お客さ
まの ICT環境をグローバルレベル
で最適化し、トータルコストの削減
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図1　BHECの拠点

ＮＴＴコミュニケーションズ（以下、NTT Com）は、クラウド化ニーズへの対応に向けた「グローバルクラウドビジョン」のもと、
お客さまのグローバル経営を支援するサービスを最適に組み合わせ一括運用する「シームレスＩＣＴソリューション」を提供して
いる。その中核となるBizホスティングEnterprise Cloud（以下、BHEC）は、データセンター、ネットワーク、サーバーが連携
した通信事業者ならではの企業向けクラウドサービスだ。

SDNを活用した通信事業者ならではの
グローバルクラウドで経営改革をサポート

＜１＞BizホスティングEnterprise Cloud（BHEC）

「グローバルクラウドビジョン」
のもと最適なICT環境を実現

http://www.bcm.co.jp/
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クラウド化をサポートした多くのサー
ビスを兼ね備える。これにより、お
客さまの ICT環境に最適なクラウド
拠点が選択でき、また、アプリケー
ション性能要件に応じた多様なメニ
ュー構成、事前検証や移行サポート
のコンサルティングを実施するなど、
クラウド化の課題を解消している。

NTT Comが提供する BHECは、
世 界 で 初 め て SDN（Software 

Defined Network）技術をデータセ
ンター内外に採用した企業向けクラ
ウドサービスだ。サーバーからネッ
トワークまでフルレイヤに仮想化技
術を採用し、仮想ネットワークによ
り複数のデータセンターがグローバ
ルに連携することで、クラウド環境
全体のオペレーションを、SDNを
通じて集中的かつ自動的に行ってい
く。また、契約単位が CPUやメモ
リなどの ICTリソースごとに細かく
設定されているので、無駄なコスト
の発生を極力抑えつつ柔軟な運用も
可能だ。BHECの拠点は、2014年
度末には 11カ国 13拠点になる予
定で、お客さまの事業拠点により近
いところから高信頼のクラウド基盤
を提供することで、ネットワーク遅
延等の問題を解消している（図 1）。

NTT Comは、今年 4月に BHEC

と NT T Comデータセンターのコロ
ケーションエリアを無料で接続する

「コロケーション接
続サービス」を提
供開始した。これ
は、クラウドへの
移行が困難なシス
テムや自社システ
ムの機器をコロケ
ーションエリアに
個別のシステムと
し て 構 築 し、
BHECの LAN環境とNT T Comデ
ータセンターのコロケーションエリア
のお客さま利用ラックを同一セグメン
トとして接続することで、クラウド環
境と個別システム環境のシームレスな
運用を可能にするサービスだ。接続
は 1Gbpsネットワークを冗長化し、
低遅延で信頼性の高い環境を実現。
VLAN多重機能による複数セグメント
（最大 24セグメント）にも対応し、
SDNを活用することで、カスタマポ
ータル画面から、VLANの追加や削
除など、システム構成の設定をオン
デマンドで変更することもできる。本
機能により、クラウドやコロケーショ
ン間の物理的距離や設備環境を意識
せずに、ハイブリッドクラウド環境と
して一体的に運用することができる
（図 2）。接続対象のコロケーションエ
リアは、BHECのサーバー設備が設
置されているデータセンターや近隣
のデータセンターから選択でき、
2014年度中に首都圏 6拠点、関西
圏 3拠点まで拡大し、その後も海外
を含め順次拡大する予定だ。
「オンプレミス環境で構築された

ICT基盤をクラウド化するには、L3
ネットワークを経由してサーバーや

データをクラウド側に移行していま
したが、これに伴うサーバーやクラ
イアント端末の IPアドレスやネッ
トワーク機器などの設定変更が大き
な負担になっていました。NTT 

Comは、ネットワークセグメント
や IPアドレスを変更することなく
クラウド環境とコロケーション環境
を接続する“コロケーション接続サ
ービス”や、オンプレミスとクラウ
ドをL2ネットワークで接続する“オ
ンプレミス接続サービス”を提供す
ることで、これらの負担を大幅に低
減しています。」（関部門長）
また今年 4月には、BHECの大

幅な料金値下げを実施した。
「新たな料金プラン（Guaranteed）
は、リソース確保型の CPUやメモ
リを提供するものです。これまでの
リソース保証型プラン（Premium）
同等品質の SLAに対応したサービ
スを従来の 60％の料金でご利用で
きます。また、既存のコンピュート
クラスプラン（Standard）やストレ
ージクラスプラン（Standard）の料
金を最大 25％値下げしました。
Guaranteedプランと Standardプラ
ンを組み合わせることで、最小構成

お客さまオンプレミス環境
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SDN 
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柔軟に最適配置

お客さまのオンプレミス環境とNTT Comのクラウド・コロケーションをSDNで接続し、
シームレスに管理できる統合ICT環境を実現
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図2　NTTコミュニケーションズが目指すICT環境フルレイヤーに仮想化技術を採用した
グローバルクラウド基盤

世界初、SDNを活用した
コロケーション接続サービスを提供
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で月額 14,000円程度（従来の約半
額）からの利用が可能です。標準的
な構成でも従来の約 65％の料金で
ご利用できます。」（関部門長）
さらに今年 4月には、従来のハー

ドウェア型と同等の機能を安価に利
用することができるソフトウェア型
のファイアウォール機能、ロードバ
ランシング機能、IPSec終端機能を
一体で提供する「統合ネットワーク
アプライアンス」の提供も開始した。
　

NTT Comでは、BHECにおいて、
SAPシステムなどの基幹システムを
クラウド上で安定的に利用できるよ
う、より高い信頼性を実現するデー
タベースのクラスタ構成やシステム
の高速処理を可能にするストレージ
機能を昨年10月より提供開始した。
提供を開始した機能は、Oracle 

DatabaseとMicrosoft SQL Server

のクラスタ構成メニュー、従来の
40倍の高速入出力処理を実現する
超高速ストレージメニュー、インタ
ーネットと VPN接続の帯域確保型
メニューなど。加えてNTT Comは、
SAP社よりホスティングサービスお
よびクラウドサービスを用いた SAP

ソリューションの高度な提供能力を
認められ、「SAP認定ホスティング
サービスプロバイダー」および「SAP

認定クラウドサービスプロバイダ
ー」として認定された。これにより、
お客さまの SAPシステムのクラウ
ド化による品質向上や TCO削減を
サポートすることが可能となった。

　

BHECはお客さまのグローバル規
模での様々なクラウド化を支援して
いる。
世界の国や地域で事業活動を行っ

ている運輸系製造業では、グローバ
ルに展開するだけでなく、グローバ
ル共通にかつ、ICTサービスをトー
タルに提供可能な NTT Comをグロ
ーバル戦略パートナーとし、今年、
国内に所有している生産管理などの
基幹システムの基盤を、BHECに移
行した。各国ごとに設計・運用され、
セキュリティレベルにばらつきがあ
る現在の ICTシステムを集約・共通
化し、ICTコストを大幅に削減する
とともに、事業継続性を大幅に向上
させることがねらいだ。今後は、国
内で所有している全システムをクラ
ウドに移行し、世界各地域で運用す
る ICTシステムについても順次クラ
ウド化する予定だ。
また、海外売上比率が高い製造業

のお客さまでは、国ごとに異なるシス
テム運用の煩雑さの解消と、地震リ

スクが高い地域でのオンプレミス運
用の BCP対策として、グローバル共
通仕様のサービスと柔軟な拡張性と
バックアップ機能をもつ BHECを採
用。生産管理 /調達 /製品開発 /人
事 /財務などの基幹システムをオンプ
レミスからクラウドに移行 /統合し、
国内と海外での相互バックアップによ
るBCP対策強化を行った。これによ
り、運用効率や事業継続性は大幅に
向上し、ICTコストはクラウド移行前
より30％削減させることができた。

NTT Comは、このようなケース・
スタディを通じて、ハイブリッドク
ラウド利用も含めた、より有効なク
ラウド利用を目指している（図 3）。
BHECに関しては、セグメントの自
動化をはじめ、アプリケーション接
続やインターネット接続の自動化、
APIサポートなど、高度なセルフマ
ネジメントを実現する機能を順次拡
充していく予定だ。関部門長は、「“グ
ローバルクラウドビジョン”に基づ
き、お客さまの ICT環境のクラウド
化を契機とした、通信事業者ならで
はのグローバルシームレスサービス
を提供していきます」と語っている。
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NTT Comのクラウドサービスはデータセンターと同一ビルで、コロケーションサービスが利用できるため、
   ・ クラウド環境と構内ケーブルで接続することで、サーバー間通信の低遅延を実現、さらにWAN高速化装置を設置
   ・ オンプレ拠点よりも堅牢なデータセンターに設置することで、BCP対策も強化
   ・ 物理サーバーをコロケーションに移設、既存設備を有効活用
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図3　ケース・スタディから見るハイブリッドクラウド利用

基幹システムのクラウドでの
安定利用を実現する機能を強化

導入事例と更なる高機能メニュ
ーの実現を目指す今後のBHEC
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